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平
成
26
年
9
月
よ
り
東
京
大
学
大
腸
外
科
・
血
管
外
科
よ
り
同
愛
記
念
病
院
に
外
科

部
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
外
科
は
前
田
副
院
長
を
は
じ
め
と
し
て
常
勤
6
名
、
後
期
研
修
医
1
名
、
臨

床
研
修
医
1
～
2
名
と
非
常
勤
医
師
6
名
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
外
科
の
仕
事

の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
手
術
で
す
が
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
外
来
診
療
、
胃
・
大
腸

内
視
鏡
検
査
、
超
音
波
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
扱
う
疾
患
は
、
ヘ
ル
ニ
ア
、

胆
石
症
な
ど
の
良
性
疾
患
か
ら
癌
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
り
、
対
象
と
す
る
臓
器
は
、
乳

腺
、
消
化
管
、
肝
、
胆
、
膵
、
血
管
と
広
範
囲
で
あ
り
、
昨
年
の
手
術
件
数
は
年
間

5
5
0
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
手
術
の
特
徴
と
し
て
は
、
低
侵
襲
手
術
と
し
て
の
鏡
視
下
手
術
・
内
視
鏡
治

療
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
傷
で
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
行
う
鏡
視
下
手
術
を

導
入
し
、
幅
広
い
疾
患
に
適
応
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
傷
が
小
さ
く
、
痛
み
が
少
な
い
、

入
院
期
間
が
短
く
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
早
期
の
胃
、
大
腸
の
病
変

に
対
し
て
は
、手
術
で
な
く
内
視
鏡
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。
乳
癌
手
術
に
お
い
て
も
、

約
半
数
の
症
例
に
温
存
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
端
医
療
と
し
て
は
、
東
京
大
学
大

腸
外
科
と
連
携
し
、
直
腸
癌
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
）

の
臨
床
試
験
を
準
備
中
で
す
。

　

当
科
で
は
手
術
だ
け
で
な
く
、
診
断
か
ら
手
術
、
術
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
化
学

療
法
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
手
術
前
後
の
抗
癌
剤
治
療
に
は
力
を
入

れ
て
お
り
、
根
治
性
と
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
患
者
様

の
希
望
に
合
わ
せ
、
可
能
な
限
り
外
来
通
院
で
化
学
療
法
を
行
い
、
年
間
延
べ
8
0
0

人
以
上
に
外
来
化
学
療
法
室
で
抗
癌
剤
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
抗
癌
剤

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
癌
と
い
う
病
気
は
、
手
術
を
終
え
た
後
も
長
期
に

わ
た
る
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
診
断
か
ら
治
療
を
1
つ
の
施
設
で
全
て
行
え
る
こ

と
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
可
能
な
限
り
緩
和
ケ
ア
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
医
療
が
進
歩
し
、
治
療
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
医
療
者
に
は
、
患
者
様
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、
安
定
し
た
技
術
と
幅
広
い
知
識

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
つ
つ
新

し
い
知
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
質
の
高
い
医
療
を
地
域
の
皆
様
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

外
科
の
ご
紹
介

　�

―
診
断
、手
術
、化
学
療
法
、緩
和
ケ
ア
ま
で
―

�

外
科
部
長 

金
沢 

孝
満

同愛記念病院 外科
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同 愛 記 念 病 院
〒130-8587 東京都墨田区横網2丁目1番11号
TEL. 03-3625-6381（代）　FAX. 03-5608-3211

JR総武線 両国駅（西口）から徒歩7分
都営地下鉄浅草線 蔵前駅から徒歩10分
都営地下鉄大江戸線 両国駅から徒歩5分
●都営バス　（錦糸町〜大塚駅）石原1丁目停留所から徒歩3分

■交通案内

● 次回は2015年5月（第34号）発行予定になります。

同愛記念病院は地域の要請をふまえ地区の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。同愛記念病院の理念

　�循環器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、消化器内科、�
神経内科、一般内科、神経科・精神科、アレルギー呼吸器科、小児科、外科、
整形外科、形成外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、�
リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

〈診療科目のご案内〉

〈病床数〉403床

当院では外来予約制です。
初診/（月〜金）午前8時30分〜正午（紹介状のある方は午後3時）
　　��（土）　���午前8時30分〜午前11時
再診/ご予約のない方：自動再来受付機にて午前8時〜正午
　　��次回のご予約は診察後にお申し込みください。
休診日/日曜日、祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）

　今回は薬剤科の業務を紹介させていただきます。

入院前の持参薬確認
　手術や検査目的で、入院をされる患者様に対して使用し

ている薬を確認しています。内服薬、外用薬、市販薬、サ

プリメントなどの健康補助食品の聞き取りを行い、重複薬や

飲み合わせの確認、手術や検査に影響がある薬の休薬を

指示しています。

　平成 25 年の１年間で約 2200 件の確認を行い、25％

の方に休薬の指示を出しました。その結果、すべての患者

様が安全に手術や検査を行うことができました。

抗がん剤注射調剤と調製
　抗がん剤は、決められた投与量や投与スケジュール通り

に投与することが大切です。また、その重篤な副作用を避

けるために特に注意が必要なお薬です。そのため、１つの

処方に対して複数の薬剤師が用法・用量などの確認をして

います。抗がん剤が、有効で安全に投与できるように投与

直前に薬剤師の手で注射薬を混合調整しています。

抗菌薬の投与計画
　ある種の抗菌薬に対して投与設計を行い、その結果に

基づき最適な薬物投与量、投与速度の設計を医師に提案

しています。

　薬剤師は、お薬が患者様に有効で安全に使用されるよ

うに、他にも様々な業務を行っています。

さいごに
　同愛記念病院は、関東大震災に際し米国から送られた

義捐金をもとに設立されました。そして、「第二次世界大戦

の戦時中にそれまで煎じ薬しかなかった漢方薬のエキス剤

を、臨床研究のため世界で初めて製造した」と漢方薬の歴

史の本に記載されています。これら

の米国国民の篤い博愛精神や先人

たちの同愛魂を忘れないよう、業務

を通して親切な医療を提供していき

たいと思っております。

患者様と薬を確認中

注射薬を混合調整中

薬剤科よりこんにちは 薬剤科長　畝本 易

エキス剤


